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LDX事業の方向性→部会の編成

「学びの基盤」「授業改善」の２本柱

〇学び方のスキル育成
〇見方・考え方の育成
　（指定校実践①）

〇情報活用能力の育成
〇端末持ち帰りの充実

　（指定校実践②③）

授業改善部会 学びの基盤部会

（指定校実践④「校務DX」は日常的に）

∽
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校内研修

部会ごとの提案 →情報の集約（スプレッドシート）



授業改善部会の取組

★学び方のスキルの育成
　→スキル表の活用

★見方・考え方の育成
　→理論の共有、手立て表の活用、児童の変容の見取り

学び方＋教科（見方・考え方）の２本柱



学びの基盤部会の取組

★タイピング技能の向上に向けて
　→タイピングタイム･･･個人ののび、ランキング等
　　端末活用の日常化

★端末持ち帰りの推進
　→持ち帰り表の活用、AIドリルの活用、

★アプリ活用スキル
　→Google for Education活用表の活用推進



手立て表への書き込みと共有

「学び方のスキル」「見方・考え方の育成」教師の手立て

授業改善部会の取組

★学び方のスキル ★見方・考え方



各学年部で具体的な手立て等を設定 →振り返り
「学び方のスキル」は重点項目を全学年で設定

「学び方のスキル」「見方・考え方」の育成に向けた共通実践

授業改善部会の取組

★学び方のスキル ★見方・考え方



授業改善に向けた共通理解・共通実践に向けて

授業改善部会の取組

本校職員による、各教科の授業づくり研修



実践の蓄積と振り返りの時間・回数の確保

小研・中研→代わりに「参観授業」を複数回

授業改善部会の取組



個人のタイピングスキルの変容の可視化

タイピング技能の向上に向けて

学びの基盤部会の取組



端末がより文房具の一つになるように

学びの基盤部会の取組

端末持ち帰りの充実



発達段階に応じて系統的に育成

アプリ活用スキル（ Google for Education活用表の活用）

学びの基盤部会の取組



今後の方向性

★手立て表をもとにした「教師の役割」の研究
→重点項目の設定と振り返りの継続
★校内研修における授業検討会の設定
→学年部で授業構想
→共通理解と共通実践へ
★一人一人の児童の変容の見取り
→アンケート+授業における振り返りの質
→個に応じた指導の充実へ
★家庭学習の充実
→ＡＩドリルの活用、授業と繋げるの工夫


